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ひみつ１  なぜ山宮浅間神社っていうの？ 
 浅間神社は、むかし、山宮にありました。（ブックちゃんのふじのみや探検 第２号 浅間大社のひみつ） 

山宮から大宮に浅間神社を移したのは、坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

だといわれています。山宮には、そのまま山宮浅間神社と

して残り、新しく大宮に浅間大社ができました。山にある浅間神社だから山宮というんだね。浅間大社は、山
やま

宮
みや

に対する里
さと

宮
みや

になります。つまり、山宮浅間神社が、実家
じっか

ということになります。 
あなたが、ハトになったとしましょう。浅間大社からスタートして、北東に６㎞とんでいくと、山宮浅間神社

につきます。さらに１２㎞とぶと富士山の山 頂
さんちょう

につきます。ほら、浅間大社→山宮浅間神社→富士山の山頂は、

１本の線でむすべます。空から見ると２つの神社はどちらも大きな森にかこまれていますね。木花之佐久夜毘売

命（このはなのさくやひめのみこと）が、住むのにちょうどいい感じです。 
ではなぜ、山宮にずっと住んでいなかったのでしょう？２つの神社のちがいはなんでしょう？ 

それは、水です。浅間大社には、豊富
ほうふ

なわき水があります。実は、「このはなのさくやひめのみこと」は、水の神

様でもあるのです。水をあつかう農業の神様なのです。そこで、水のない山宮から里宮に下りてきたのです。 
山宮浅間神社は、全国に１３００ある浅間神社の中で一番古いものということになります。 
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ひみつ２  山宮浅間神社にはなぜ本殿がな

いの？ 
 

 山宮浅間神社に行ってみましょう。登山
とざん

道
どう

（富士宮

富士公園線）山宮北の信号をすぎると、左手に山宮浅

間神社のちゅう車場が見えます。そこに車をおきまし

ょう。土日は、ここにボランティアガイドさんがいて、

説明
せつめい

もしてくれます。（１０時～） 
鳥居
とりい

をくぐって参道
さんどう

を進むと、両側に１３６の石
いし

灯
どう

籠
ろう

があります。まわりは、杉の林で、昼でもひんやり

としています。 

正面に見えるたてものが、 社務所
しゃむしょ

（籠屋
こもりや

）です。 

社務所は真ん中が門のようになっていて、向こう側に

くぐれます。そこをくぐり、まっすぐ進むと石段
いしだん

につ

きあたります。６８段の石段を登ると・・・「あれっ？」

本
ほん

殿
でん

がありません。よう岩で作られた祭壇
さいだん

があるだけ

です。祭壇からは、大きく正面に富士山が見えます。

ここは、富士山を拝
おが

む場所（遥拝所
ようはいじょ

）なのです。富士

山そのものが、神様（このはなのさくやひめのみこと）

なのです。だから、本
ほん

殿
でん

はいらないのですね。 
千
せん

居
ご

遺跡
いせき

の広場にあった石も富士山を拝
おが

んだ場所

だったのかもしれませんね。 

◇ことばの説明 
○鳥居・・・神社の中と外を分けるさかいに立てる。

鳥居の中は、神様の住んでいるところ。 
○石灯籠・・・石でできたあかりをともすもの。木や

紙などで囲いをして、夜、火をともした。 
○社務所・・・神社のかんりをする所。ここに泊まる

こともある。 

○祭壇・・・神様にお祈りしたり、お米や野菜
やさい

を供
そな

え

たりする 
ところ。 

 
 
 
 
 
 
 

石段 

 ひみつ３  山宮御神幸ってなに？ 
 
今、浅間大社に住んでいる「このはなのさくやひめ

のみこと」が、実家
じっか

のある山宮浅間神社との間を往復
おうふく

することを山宮
やまみや

御神
ごしん

幸
こう

といいます。そのとき通る道が

御神
ごしん

幸
こう

道
どう

です。神様だから通る道がいつも決まってい

るんですね。春４月と秋１１月の２回、山宮（山宮浅

間神社）と里宮（浅間大社）を行
い

き来
き

します。なぜ春

と秋なのでしょう？ 
ヒントは、「このはなのさくやひめのみこと」が農業

の神様でもあるということです。春は、田植
た う

えのシー

ズンですね。 

そうです。正解
せいかい

！ 
「このはなのさくやひめのみこと」は、春、里で、

イネや野菜や草花が、うまく成長するように見まもり

ます。なかなかいそがしいんですよ。秋になると、今

度は、山で、収 穫
しゅうかく

をいわいます。このため、「このは

なのさくやひめのみこと」年に２回、春と秋に、山宮

と里宮を往復したといわれています。 

「このはなのさくやひめのみこと」は、社人
しゃじん

の担
かつ

ぐ

ほこに乗って移動しました。ほこは、とっても神聖
しんせい

な

ものです。 
イザナギ・イザナミもほこで、日本の国を作りまし

た。 

◇ことばの説明 
○ほこ・・・両側に刃

は

が

ついている、はばの

広いやり。神事
しんじ

など

に使った。  

○神聖・・・清
きよ

らかで、

けがれがないこと。  
○イザナギ・イザナ

ミ・・・イザナギ（男

の神）イザナミ（女

の神）２人で協力し

て地上に大八島
おおやしま

（日

本）を作った。 

 
イザナギとイザナミ 
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 ひみつ４  ほこ立石
たていし

ってなに？ 
 
富士山は、世界

せかい

文化
ぶんか

遺産
いさん

に登
とう

録
ろく

されました。それは、

「信仰
しんこう

の対 象
たいしょう

」として、山宮浅間神社と浅間大社が

結びついているからでもあります。 

明治の初めまで行われていた、山宮
やまみや

御神
ごしん

幸
こう

は、とて

も大切な行事でした。社人
しゃじん

の担
かつ

ぐほこは、「このはな

のさくやひめのみこと」が乗っているので、と中でお

ろすわけにはいきません。（大変だね）浅間大社から山

宮浅間神社までは、５０丁
ちょう

あります。 
１丁は、１０９ｍですから５０丁で５４５０ｍ（５、

４５㎞） だいたい、あなたが遠足で歩くきょりぐら

いですね。浅間大社では、目印になるように、１丁目

ごとに、石碑
せきひ

をたてました。これが丁目
ちょうめ

石
いし

です。 
浅間大社には、御神幸スタートのしるしとして、

首 標
しゅひょう

の石碑が立っています。浅間大社を出発したほ

こは、首標をすぎ、１丁目、２丁目・・・４９丁目ま

で来て、山宮浅間神社の遥拝所
ようはいじょ

が、ゴールです。 
大切なほこは、一度も社人の肩

かた

からおりることはな

かったのでしょうか？ 
うーん。それでは「このはなのさくやひめのみこと」

もつかれてしまいますね。でも、ほこを地面に直 接
ちょくせつ

置

くことは、けがれることになるのでできません。 
そこでところどころに、ほこを休ませる石を置きま

した。これが、ほこ立石
たていし

です。ほこは、御神幸のと中、

いくつかあるほこ立石で、休けいしました。 

今は、ほこ立石は、浅間大社楼門前
ろうもんまえ

に１つ、山宮浅

間神社参道
さんどう

に２つ、合計３つしかありません 

 
山宮のほこ立石 

 

まめ知識  山宮には赤池さんが多いよ！ 
 
富士宮市で一ばん多い名字

みょうじ

はなんでしょう？ 
１ばんは、佐野さんです。そのあと、渡辺さん・望

月さんと続きます。赤池さんは、トップ１０には入っ

ていません。 
では、富士宮の電話ちょうで赤池さんを探してみま

しょう。住所を見ると、山宮に住んでいる人がとても

多いことに気がつきます。 

山宮浅間神社の石
いし

灯
どう

籠
ろう

の寄進者
きしんしゃ

を見てもそのこと

は言えます。１３６基
き

ある石燈籠のうち４０基は赤池

さんが寄進しています。 
いいつたえによると、昔、山宮浅間神社を守るため

に、藤原光長さんという人が、京都からやってきまし

た。ある時、近くにある池を見ると、富士山が赤々と

噴火
ふんか

するようすがうつっていました。これを見て、富

士山を守るのに、「赤池」の姓
せい

に変えたほうがいいと

思い、藤原から赤池に変えました。それから、山宮で

は、だんだんに赤池を名乗る人が増えていったそうで

す。 

地域
ちいき

の人みんなで、大切に山宮浅間神社を守ってき

たことがわかりますね。 

◇ことばの説明 
○寄進者

きしんしゃ

・・・お寺や神社に土地・お金・モノを寄付

した人。 

 
 
       

石
いし

灯
どう

籠
ろう
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                 首標
しゅひょう

（浅間大社）           四十九丁目石 

 
                                  
 
 
                     

 
 
 
 
      
 
 

                富士山を拝む場所（遥拝所
ようはいじょ

）       社務所
しゃむしょ

（籠屋
こもりや

） 
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